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すべりと応力場に及ぼす断層セグメント間の相互作用
Characteristics of slip and stress due to interaction between fault segments
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巨大地震が連動して発生する場合，断層セグメント間の相互作用によって応力擾乱が発生するため，長期地震予測モ
デルとして，Shimazaki and Nakata (1980)が提唱した Time/Slip- Predictable Modelは適用できない．このような連動地震
のモデルとして，応力降下量一定モデルと固有すべりモデルの２つが，活断層の研究から提唱されている (粟田, 2004)．
本研究では，どのような場合に長期地震予測モデルから大きくずれて，２つの連動地震モデルのうちどちらが妥当とな
るのかについて検討すべく，宮城県沖地震のように沈み込み方向に２つの断層セグメントを想定し，速度/状態依存摩擦
構成則を用いた数値シミュレーションを行った．その結果，連動破壊の時間差が短いほど後続する地震に対してすべり
量が増幅され，長期地震予測モデルから大きくずれる傾向があった．増幅されたすべり量のうち，地震性すべりが卓越
するのは断層セグメント間の摩擦安定性が弱い場合で，非地震性のゆっくりすべりが卓越するのは摩擦安定性が強い場
合となった．この結果を 2004年のスマトラ地震に適用し，解釈を試みる．また，先行する地震に対する前駆すべり量/応
力変化や，初期破壊地点の揺らぎについても議論する予定である．
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